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　平成31年度四日市市文化功労者として、表彰を受けた「四日市茶道教授連盟」の皆さん。
　伝統文化である茶道の魅力や楽しさを広く伝えるなど、本市における茶道の振興に大きく貢献
されている皆さんにお話を伺いました。

Vol.82

野澤千代子さん
（松尾流）　

中野由美子さん
（遠州流）　

前川温子さん
（表千家）　

中川多美子さん
（裏千家）　

四日市茶道教授連盟（各流派代表）
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■四日市茶道教授連盟の設立
戦後、焼野原となった四日市
で、市民の皆さんの気持ちを癒
すため、1952年にいくつかの流
派が協力してお茶を振る舞いま
した。その後、毎年11月３日
の文化の日におもてなしをする
ようになったことがきっかけ
で、連盟を設立しました。
それから67年間、現在では

四つの流派が協力し、皆さんに
おいしくお茶を飲んでもらったりお茶の道具を見てもら
ったりしながら、茶道の文化に親しんでもらいたいとい
う気持ちで続けています。

■流派を超えて
他流派の先生たちと一緒に活
動することで、新たに気付くこ
となどもあり、刺激になります。
茶室に来ていただく人には、細
かい作法を気にせず、気楽にお
茶を楽しめる「四日市茶道教授
連盟」といった一つの流派のよ
うなものとして接してもらいた
いですね。

■さまざまな人との交流
開催した教室などでは、小さ
な子どもやお年寄り、外国の人
にも接します。皆さんに喜んで
いただけるととてもうれしいで
すね。
できるだけ大勢の人と、流派

を問わず、伝統文化としての茶
道を一緒にめでていきたいと思
っています。

■泗翠庵とともに
今年、開庵から25周
年を迎えた泗翠庵では、
毎日開催している「立

りゅう

礼
れい

席
せき

」や、体験講座な
どをそれぞれが持ち回
りで担当しています。

流派を超えて活動を続けられ
ているのは、これまでの先生た
ちが、その時代その時代で一生
懸命に互いに思いやりをもって
活動してきたからこそで、私た
ちにとっては自慢の一つです
ね。

■これからも身近な伝統文化として
現代では生活様式も変わり、日常生活の中で茶道の文
化に触れる機会は減っています。これまで茶道に触れる
機会のなかったお子さんや若い世代の人たちにも関心を
持ってもらいたいですね。
今後も、四日市茶道教授連盟だからこそできることを
模索しながら、伝統文化として魅力ある茶道を大勢の皆
さんに伝えていきたいです。
喫茶店に行くような気軽な感覚で、ぜひ一度、泗翠庵
へお越しくださいね。

泗翠庵（鵜の森一丁目13−17）
☎／FAX 352−4960

12月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


